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１．はじめに

本橋梁は、平成１６年度から着工開始している北
海道横断自動車道（本別～釧路間）の白糠町庶路
に位置している。同区間開通後は道央圏から道東
圏を高速道路で結ばれ、地域の経済や生活等に大
きな変化が期待される路線である。平成１５年に同
区間は新直轄方式に整備計画が変更され、国及び
沿線自治体が建設費を負担し完成後、無料区間と
なる予定である。工事概要は下記に示す通りであ
る。また、一般図を下記に示す（図－１）。
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２．現場における問題点

本橋の横桁部材に覆われる巻立てコンクリート
の打設条件は、下記のようなものがある。
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図―１ 一般図
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①落橋防止装置や添架管の孔を補強する鉄筋が密
集している（図－２）。
②Ｄ２５の太径鉄筋が配置され、鉄筋間隔が狭い。
そのため、普通のコンクリート（スランプ８ｃ
ｍ）を打設すると、コンクリートの充填性に問
題があり、充填不足によるジャンカの発生やバ
イブレーターのかけ過ぎによる材料分離、さら
には充填性の難しさから起こる打設時間遅延に
よるポンプ配管の閉塞等が生じる恐れがあった
（図－３）。

図―３ コンクリート打設詳細図

３．工夫・改善点と適用結果

前述のとおり、コンクリートの充填性に問題が

あるため、ワーカビリティーの改善を検討する上
で下記に留意した結果、高機能なＡＥ減水剤（以
下、高機能ＡＥ減水剤という。）を使用すること
にした。
１）道東地方の骨材事情は良質な骨材が確保でき
るため、高性能ＡＥ減水剤ほどの減水率の高い
混和剤は必要ではない。（高性能ＡＥ減水剤の
減水率２２％、高機能ＡＥ減水剤の減水率１７％）
２）ポンプ配管の閉塞を少なくするため、高機能
ＡＥ減水剤により低粘性のコンクリートを打設
する必要があった。
これを使用した結果は、次のとおりとなった。
①スランプを８ｃｍから１２ｃｍに変更することが
できるため、コンクリートの充填性が改善され、
充填不足によるジャンカの発生はなかった。
②スムーズにコンクリートを打設することができ、
バイブレーターのかけ過ぎによる材料分離はな
かった。
③コンクリート打設中のポンプ配管の閉塞はなか
った。さらに、冬期施工のため防寒養生を行っ
た結果、コンクリート強度は設計基準強度を満
足し、良いコンクリートを打設することができ
た（図－４）。

図―２ 巻立て詳細図
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４．おわりに

今回は、巻立てコンクリートの充填性を高める
ため、高機能ＡＥ減水剤を使用して、良いコンク
リートを打設することができた。しかし、今後は
その地域の骨材事情により、高性能ＡＥ減水剤の
方が有効な場合もあるので、生コン製造会社や施
工業者及び発注者と協議して対策を講ずる必要が
あると再認識した。
今後は、この経験を生かし、さらなる技術力の
向上を目指し、社会に貢献したいと思う。図―４ 巻立てコンクリート完了

－３１５－


